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指導教員 草薙 信照 

 

草薙ゼミの第４期生となる諸君は，〝経営情報学部・経営情報学科〟の第２期生でもある．そ

して草薙ゼミとしては初めて，総勢37名の２ゼミ構成となった学年でもあった． 

「インターネットを利用した応用情報システムの研究」という看板を掲げて募集したところ，

女子だけでも18名，合計44名の応募をいただき，半数以上を断るのは心苦しいと考えて36名を選

抜したのが間違いの始まりであった（その後，編入生１名を加えて37名になった）． 

２ゼミの運営は思いのほか困難で，１回のゼミコンパは２回の宴会を意味するし，ゼミ合宿と

もなればバス１台分に匹敵する大移動となった．また，個別指導に１人あたり15分としても合計

９時間，卒業研究の指導にいたっては１人に１時間はかかるので合計36時間・・・本当にしんど

かったと思いながらも，今となってはそれも良い思い出であって，多くの学生に接することがで

きたという喜びを感じている．ひとつの心残りは，学生一人ひとりに割ける時間が少なくなった

のは事実で，その分だけ配慮が至らなかったことは否定できない，という点である．この場を借

りてお詫びしておきたい． 

 

さて，卒業論文の総評である．今年度のテーマを見渡すと，例年以上に多方面の領域に広がっ

ている．これは人数が多かったことに加えて，メンバーが個性派ぞろいであったことの表われで

もあるといえそうである．このような多様性は，各人が各領域において強い問題意識を持って取

り組んだ結果であり，いずれも私の知的好奇心をくすぐるに十分なものであった．このような多

岐にわたるテーマについて諸君と一緒に考え議論する機会を得られたことは，私にとっても貴重

な経験であり，そういう意味でも諸君には感謝している． 

毎年，完成した後だからこそ言うことであるが，卒業論文の意義として私がもっとも重要だと

考えることは，諸君にとって，１つのテーマについてこれほど真剣に取り組んで研究することは，

おそらく初めての貴重な経験になったであろう，という点である．したがって，一生懸命になっ

て取り組んだという気持ちさえ伝わってくれば，たとえその論文が考えていたことの半分しか言

い表せていなくても，あるいは参考文献からの引用の寄せ集めであったとしても，何物にも替え

難い貴重な成果であると言える，と考えている．個々の論文の評価は，研究者本人である学生諸

君，そして読者の方々に委ねたいと思う． 

大学生活４年間の集大成として，卒業研究という大仕事にやり遂げたという経験は，必ずや社

会人になって仕事をする際の自信につながるであろう．そして10年後あるいは20年後になれば，

良き思い出として懐かしく鮮やかによみがえるに違いない． 

最後になるが，今後は同じ社会人として対等に，あるいは逆に私を導いてくれるようなつきあ

いをしていけるならば，これにまさる幸せはないと思う．今後の諸君の健闘を期待する． 
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